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○海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰
１０月２２日、田原市立東部中学校が「海をきれいにするための

一般協力者の奉仕活動表彰」の三河港湾事務所長表彰を受賞され、

当事務所の塩田所長から表彰状を授与いたしました。事務所長表彰

は今年度から始ったもので、田原市立東部中学校が記念すべき第１

回目の授賞となりました。

我が国は海で囲まれており各分野にわたり海と深くかかわってい

ます。本表彰の目的は、沿岸域の住民、船舶利用客、海を愛する

方々による海をきれいにするための奉仕活動を顕彰し、国民により

一層海への親しみを深めてもらうとともに、海の利用・開発、海洋

環境保全への理解と協力を得て、より一層の普及を図ろうというものです。

田原市立東部中学校は、全校生徒、先生、保護者の方々による奉仕活動として「表浜ふれあいフェス

ティバル」に平成１０年から毎年ボランティアで参加しており、表浜海岸（田原市大草町～六連町）清

掃を実施していることが評価され受賞につながりました。今後も、様々な方々と一緒に、海をきれいに

するための取り組みを通じて豊かな海を実現していきたいと思います。

☆巻頭コラム☆

Mini-WANとは
港や海に関連する新鮮な話題を中心に、地元の皆さんとのつながりを大切にする広報誌です。

１０月１９日に、環境ボランティアサークル「亀の子隊」の皆様と、

渥美半島先端に近い西の浜で海岸清掃を行いました。毎年この時期に、

中部地方整備局では「川と海のクリーンアップ大作戦」と銘打って、

住民と行政が力を合わせて河川や海岸の清掃活動を実施しており、当

事務所では亀の子隊の方々と共同で行っています。

当日は朝９時集合。大変天候もよく、現場は既に多くの釣り客で賑

わっていました。参加者は５４名で、約１時間かけて海岸に漂着したゴミを清掃しました。１週間前に

他団体の方が同じ場所を清掃済みとのことでしたが、それでも約１２０ｋｇのゴミが集まりました。亀

の子隊の代表の方によれば、この時期にしては昨年の半分くらいとのこと。

海ゴミは、全国でも問題となっており、世界遺産に指定された北海

道の知床半島でも大量のゴミが流れ着いています。全国的に見れば、

三河湾内は比較的影響が少ないと言われていますが、それでもこれだ

けのゴミが発生していることは非常に大きな問題です。

亀の子隊の皆様は、毎月１回、海岸清掃を行っており、その活動は

既に１０年が経過されています。環境問題に対して頭で問題を理解す

るだけでなく実際に行動に移されていること、長期間継続されている

ことに敬意を表したいと思います。機会をみて、また参加したいと思

います。

★ ホームページで、Mini-WANバックナンバーをご覧いただけます。http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp ★
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○一色町みかわベイフェスティバル
１０月２５、２６日、今年で８回目となる「一色町みかわベイフェ

スティバル」が、さかな広場（一色町）で開催されました。

一色町の三大特産品である「うなぎ」（２００７年の生産量５，７

３４トンで、全国生産量の約３割を占め日本一）、「えびせんべい」

（年間生産額約１１０億円、全国の６０％を占め日本一）、「カー

ネーション」（県内生産額の約１／３）をはじめ、地元三河湾で獲れ

た海の幸たっぷりの「海鮮おでん」、

地元産のお米「矢作の恵」で作った

「おむすび」など、一色町の産業について紹介するとともに、無料で

配られました。

また「一色っ子による産業展」と題し、町内各小学校の児童が地元

産業を題材とした学習発表も行われ、沢山の人の注目を集めていまし

た。ステージでは、郷土太鼓や一色中学、一色高校の吹奏楽部の演奏、

海産物のセリ市等様々なイベントが開催され、訪れた人々を楽しませ

ていました。海鮮おでんコーナー

○国際自動車コンプレックス第２８回研究交流会
１０月２４日、ポートインフォメーションセンター「カモメリア」（豊橋

市）にて、国際自動車コンプレックス第２８回研究交流会が開催されました。

今回の交流会では、神戸市みなと総局豊田巖参事を招き、「みなとの防災

について～神戸港の経験から～」と題した講演が行われました。

平成７年１月１７日に発生した兵庫県南部地震で被った神戸港の施設の被

災状況、震災直後の状況と対応、神戸港復興の計画と工事、港勢回復に向け

た取り組みを中心とした内容で、みなとの防災を考える上で、大変貴重なお

話を聴くことが出来ました。今回の講演を通じて、まず防災に関する現状の問題点を整理すること、日

頃から被害を想定した訓練を実施すること、産・学・官・民の連携を強化することの重要性を再認識し

ました。この経験を、現在策定している三河港のＢＣＰ（Business Continuity Plan）に活かしていき

たいと思います。

豊田参事の講演

☆ＣＯＮＴＥＮＴＳ☆

表彰の様子

郷土太鼓の演奏



○総合学習への協力 豊川市の３つの小学校の５年生が三河港見学
１０月９、１０、２２日、豊川市の３つの小学校（一宮西部小学校、東部小学校、金屋小学校）の５

年生（計２２３名）が当事務所の監督測量船しおさいで三河港を見学しました。

今回は、社会科学習「日本の工業と貿易」の一環として、三河港

での車の積み降ろし、周辺の施設、海上での工事の様子などの見学

の他、ポートインフォメーションセンター「カモメリア」（豊橋市）

で、三河港の役割と主な輸出・輸入製品、貿易相手国について学習

しました。

しおさいの係留場所に到着すると児童達は「船に乗れてやったー」

とか「スナメリがみたい」と歓声を上げて喜んでいました。

船内では、自動車の取扱いが世界トップクラスの三河港について

の説明を行い、みんな興味深々に、自動車の輸出に

ついて「アメリカに自動車を運ぶのに何日かかる

の？」とか、「三河港にある車は一日に何台ある

の？」などの質問がありました。

３０分程の港内見学でしたが、普段接しない港の

施設や船からながめる風景を満喫できたのか、どの

生徒たちも下船の際には「また来たいです。ありが

とうございました。」と笑顔で帰っていきました。

○日本水産工学会秋季シンポジウム開催
１０月１７、１８日、平成２０年度日本水産工学会秋季シンポジウム「内湾にお

ける環境修復の方向性と新手法」が、蒲郡市民会館で開催されました。

本シンポジウムは、苦潮（青潮）の影響によるアサリの大量死など、深刻な漁業

被害を抑制するための環境修復のあり方について、負荷削減だけでなく、干潟・浅

場修復の必要性も議論されていることを踏まえ、内湾環境修復の方向性や、その技術的課題について三

河湾を事例として議論することを目的としたものです。内容としては、「内湾環境修復の方向性」「干

潟・浅場造成」「浚渫窪地の埋め戻し」「新しい環境修復研究」の４つのテーマに分けられ、計１３名

の方からの発表がありました。発表者は、大学教授、研究機関、民間企業、愛知県水産試験場、国土交

通省の現地事務所と幅広い分野から選出されており、関係機関の連携の重要性を示すものでした。

当事務所からは、塩田所長が「干潟・浅場造成」のセッションで、「港

湾整備から発生する土砂の環境改善への活用」と題した発表を行い、過去

の取組としてシーブルー事業、深掘り跡の埋め戻し、また、現在の取り組

みとして新たな干潟造成材の検討、について報告しました。

総合討議では、愛知県水産試験場鈴木輝明場長より、豊かな海を取り戻

すために三河湾への流入負荷規制のあり方、今後の干潟・浅場造成に使用

する材料、苦潮の発生源ともなっている窪地の解消等問題を抱えているが、

今後も検討を続け効果的に環境修復を継続するため、各機関の協力体制を

強化し、事業実現に結びつけたいと取りまとめ、シンポジウムを締めくくりました。

２日間、かつ週末にかかるシンポジウムにもかかわらず、非常に多くの出席者があり、特に初日は立

ち見の参加者も出るほどでした。これは、三河湾の環境改善に対する関心の高さを示したもので、当事

務所としても、引き続き三河湾の環境改善に積極的に取り組んで参ります。

○大型帆船「海王丸」が衣浦港へ寄港
１０月１６～２０日の間、碧南市制６０周年記念事業の一環で独立行

政法人航海訓練所の大型帆船「海王丸」が衣浦港中央ふ頭東地区に寄港

しました。衣浦港への寄港は平成１２年１１月に続き今回が６回目です。

この「海王丸」は商船学校の練習船として誕生し、これまでに約１１，

０００人もの若者を育ててきた帆船です。

今回は、８３名の商船学校の実習生が乗船し

ており、寄港中は、セイルドリル訓練（帆を張

る訓練）や一般公開が行われました。また、夜

間には船のマスト等にイルミネーションが施され、普段は真っ暗な衣浦港にそ

の美しい姿を照らしていました。一般公開では船内の見学ができ、家族連れの

方で賑わっていました。

最終日には、多くの人々に見送られ、宮崎県の細島港に向け出港しました。その後、神戸港、広島港、

下関港、鹿児島港、東京港に寄港し、２月にはハワイのホノルル港に向かう予定になっています。

○韓国の建設関係者が三河港視察
１０月１４日、韓国の建設関係者８名の方が、三河港で行っている防波堤

築造工事と航路浚渫工事を視察されました。当日は、雨や高速道路工事渋滞

により大幅に予定が変更となったため、残念ながら船内からの視察は短時間

となってしまいましたが、目的の工事視察を行うことができました。

同じ建設関係に携わる方々ということで「現場に新規の作業員が来た時の

教育の方法」「台風時の対処方法」「作業員の人数」など、安全対策や工事

の詳細等について熱心に工事担当者へ質問をしていました。今回は短時間の

ため、お互いの情報交換が十分にできませんでしたが、双方にとって貴重な機会であったと思います。

☆最近のトピックス☆

○ みなとの防災を考える講演会

１０月４日、ＮＰ０法人中部みなと防災ネットの主催による「みなとの

防災を考える講演会」が開催され、豊橋技術科学大学青木伸一教授より

「港の防災からみなとの防災へ」を、名古屋産業大学石橋健一准教授より

「三河港における産業防災」をご講演いただきました。

青木教授からは、港の防災を考える際、港を単なる拠点と限定的にとら

えるのではなく、地域の核として背後圏を含む広域の「みなと」としてと

らえることが大切であること、その主旨に基づき、みなとは災害時には物資輸送拠点としての機能だけ

でなく、経済復興拠点としての役割も果たすことを念頭に置く必要があることを説明されました。また、

石橋准教授からは、近年重視されるようになってきたＢＣＭ（事業継続計画）についてＩＳＯ（国際標

準化機構）のシリーズ化の動きがあり、今後は策定するのが普通という流れにあること、産・学・官が

協働して防災マネージをする必要があるといった主旨の説明がありました。

近年、局所的な集中豪雨があったり、大規模地震の発生が危惧されており、これから我々が実施して

いく港の防災について非常に参考になる講演会でした。

○伊勢湾海上交通センター施設一般公開
１０月５日、伊勢湾海上交通センター（田原市）の施設一般公開がありました。

同センターは、渥美半島と三重県鳥羽市の間に位置する伊良湖水道航路を航行する船舶に対し、①航

路の状況・通航船舶の動向・気象の状況等の船舶交通の安全に必要な情報

を提供する情報業務、②入航順序の時刻調整や航路入航制限等を行う航行

管制業務、を行っており、三河港や衣浦港、名古屋港、四日市港などへ行

き来する船舶の安全かつ能率的な運航に役立っています。

同センターでは、窓ガラス越しに伊良湖水道航路を行き来する船舶を見

ることができ、一方、それらの船の大きさ、行き先等がレーダー上でも確

認することができるため、来場された方々が興味深く見入っていました。レーダー画面を見学

講演会の様子

シンポジウムの様子

一般公開された船内

船内から視察

衣浦港に向かう「海王丸」

監督測量船しおさいの前で、はいポーズ！

三河港になにがあるの？と興味深々

稲垣副知事の挨拶



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


